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tjontoh dapat saja lihat kalimat jang berikut: 
la diangkat mendjadi mahaguru. (S = Subjek; P = Predikat) 
S+ P1 + Pz 
Dalam kalimat diatas jang mendjadi predikat ialah "diangkat mendjadi mahaguru". 
Kalau diperhatikan baik2, maka predikat seluruhnja ini dapat dibagi mendjadi dua unit 
pokok, jaitu P 1 dan P 2 , jang masing2 mengandung suatu pengertian jang tersendiri. P 1 dan 
P 2 bersifat ,dapat berdiri sendiri", akan tetapi dalam kalimat ini kedua-duanja mempunjai 
perhubungan jang rapat sekali, sehingga P 2 melakukan tugas memberi keterangan kepada P 1 , 
jaitu mendjadi apa jang dinamakan ,Compliment" dalam paramasastera bahasa2 Eropah. 
Biasanja unit predikat jang mendjadi pokok ini terdiri atas sepatah kata atau kumpulan 
kata, merupakan sesuatu sense group, dan bertifat ,dapat berdiri sendiri sebagai suatu 
predikat". Predikat dari kalimat tunggal bahasa Indonesia biasanja terdjadi dari satu unit 
pokok tsb. diatas. Akan tetapi kalau dua unit pokok atau lebih merupakan predikat seluruhnja 
dari suatu kalimat tunggal, maka tiap2 unit pokok ini saja namai ,Predikat Ketjil Berdiri 
Sendiri". Diantaranja ada jang dihubungkan dengan koma atau katasambung, ada djuga 
jang tidak. Karangan saja ini dibatasi pada kalimat tung gal jang predikatnja hanja tedjadi 
dari dua unit pokok sadja, jaitu dua Predikat Ketjil Berdiri Sendiri, jang dihubungkan 
tanpa koma atau tanpa katasambung. Dalan hal ini diantara satu Predikat Ketjil Berdiri 
Sendiri dengan jang lain terdapat ikatan jang rapat dan fungksiunil, baik dalam bentuk 
maupun dalam sintaksis, agar supaja dapat dihubungkan mendjadi predikat seluruhnja. 
Dalam rangkaian dengan subjek, diantara dua Predikat Ketjil Berdiri Sendiri itu tam-
paklah perhubungan sebagai jang berikut : 
(i)Predikat Ketjil Berdiri Sendiri kedua tidak sama nilainja dengan jang pertama, 
melainkan tersusun setjara subordinatus. Titik berat arti terletak pada Predikat Ketjil Berdiri 
Sendiri pertama, sehingga jang kedua berfungsi sebagai Compliment, memberi keterangan 
lengkap jang berbagai-bagai arti kepada jang pertama menurut tiap2 situasi. 
(ii)Kedua Predikat Ketjil Berdiri Sendiri sama nilainja, hingga merupakan perhubungan 
setara. Dalam hal ini tidak terdapat fungsi sebagai Compliment pada satu pihak Predikat 
Ketjil Berdiri Sendiri. 
(iii)Dalam susunan biasa pelaku atau pokok pembitjaraan dari Predikat Ketjil Berdiri 
Sendiri kedua terdapat dalam Predikat Ketjil Berdiri Sendiri pertama. Biasanja objek 
dalamnja mendjalankan fungsi itu. Kalan dalam bentuk pasif, maka tentu subjeklah jang 
mendjadli pelaku a tau pokok pembitjaraan dari Predikat Ketjil Berdiri Sendiri kedua. Dalam 
hal ini memang kedua Predikat Ketjil Berdiri Sendiri rapat sekali perhubungannja, djadi 
jang ditempatkan dibelakang, jaitu Predikat Ketjil Berdiri Sendiri kedua boleh dikatakan 
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berfungsi　sebagai　Comp1圭ment．
　　Pada　um縫mnja　Predikat　Ketjil　Berdir呈Sendiri　jang　memp疑nja圭fungsi，，Compliment”boleh
dikataka【1　ada　dibe正akang，　djustru　karena　perhubungan　fuRgsi　inilah　kedua－duanja　rapat
terikat　mendiadi　predikat　seluruhnja，　jang　tidak　dapat　dip圭sεしhkan．
はじめに
　インドネシア語単文述部（Predikat）をみてみると，それ全体で文の主題である主部（Subjek）
の動作や状態を述べる一つのまとまった意味を持つ部分，いわゆる一つのsense　groupを形成
しているもののほか，更に，述部の中には，それ自体或る一つのまとまった意味をなすいくつか
のsense　groupから，述部が構成されているものも存在する。いわゆる文の最も単純形態であ
る単文の述部に於いて，sense　groupが二つ，乃至，それ以上から構成きれているものがみられ
る。この場合，このsense　groupは一語であるのもみられるし，又，二語，乃至，数語からな
っているものもある。二語，乃至，数語からなっているものは，藷と語との間の内面的，形態的，
且つ，機能的結合体である。この述部のsense　groupは，本稿では，後述するように，それぞ
れそれ自体，あくまで自立した一小述部を指す。それだけ個々にとりだしてみれば，立派に別の
単文述部としての機能を果し得るものである。
　インドシア語単文述部は，区切りを示すkomaもなしに，それ自体，ひとつのまとまった意味
をなす自立した小述部の二つ，乃至，それ以上のものから構成きれるものがみられるが，この場
合，これらが結合して文金体の述部としての機能を果すために，それらの間には，形態上，シンタ
ックス上，密接な有機的結合関係がみられる。
　本稿の目的は，特に述部が二つの自立でき得る小述部から成りたっている単文に限定し，この
二つが結合して文金体の述部としての機能を果すために，いかに有機的に作用し，結合している
か，私の一見解を述べようとするにある。
　　1，単文述部の基es　Lニット
　述部は主語の動作や状態を述べる部分である。述部の中心語である述語が動作を表わしている
文はKalimat　Verbalといわれ，述語が動作を表わしていない，つまり，述語が名詞（代名詞，
数詞を含む），又は，形容詞から成る文はKalimat　Nomina1といわれる。インドネシア語単文
に於いて，通常，述語は動詞，名詞（代名詞，数詞を禽む），形容詞であって，文が独立して動
詞文（Kalimat　Verbal），名詞文，形容詞文（Kalimat　Nominal）となる。
Adiknia　beladjar，（動詞文）
　S　＋　P
G臓ung　itu　tinggi．（形容詞文）
　S　　十　　P
Ajahnj　a　guru．（名詞文）
　S　十　P
Buruag　terbang．　　（動詞文）
　　S　＋　P
Medja圭ni　ringan．（形容詞文）
S　　＋　　P
Itu　buku．（名詞文）
S　＋　P
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　　　　　　　　　　（但し，S　・・　Subjek；P・・一・Predikat）
　述語には，又，keterangan（説明するもの）が附加きれるが，これは，通常，三種類に分類き
れる。即ち，
　1．名詞を修飾するもの（keterangan　sifat）。　2．名詞を修飾しないもの（keterangan
tambahan）　　謂詞（句）等。　　3．目的語（pelengkap　atau　objek）－a．直接9的語（pe－
1engkap　penderita）；b・行為者目的（pelengkap　pelaku）；c．1認接目的語（pelengkap　penjerta
atau　peleBgkap　jang　berkepentingan）。
　通常，主部は述部に先行するが，語順転倒（inversi）がKalimat　Nomina1に於いても，Kalimat
Verba1に於いても，述語強調の為に行なわれる。
　　Besar　rumah　itu，（形容詞文）　　　　Remaria　tiba　bib圭ku　di　Bandung．（動詞文）
　　　P　＋　S　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　P　＋　S
　　Sungguh　radjin　anah　itu．（形容調文）　　　　Sakitkah　kamu？（形容詞文）
　　　　　P　十　S　　　　　　　　　　　　　　　　　　P　＋　S
　　Tiba2　gugurlah　tanah　itu　kena　gempa．　（動詞文）
　　　　　P　＋　S
　述部に於けるketcrangan　tambahanは，時1，場所，道具，農的，程度，限界，真意，理由，
結果，比較，条件等を示す謂詞，及び，副詞句であって，述語，又は，他の捌詞を修飾する。
一方，keterangan　sifatは，通常，形容詞（句），名詞，代名詞，数詞（いずれも連体的用法）
であって，名詞文に於ける述語や，そのほか，礁接目的語，行為者目的，間接目的語を修飾する。
　　Itu　gambar　bagus．　　（keterangan　sifat）　　　Saja　membeli　kamus　jαng　balk．　　（k．　s．）
　　Ibu　saja　membelikan　adikku　iang　bungsu　sebuah　buku．　（k．　s．）
　　Ia　digarong　oleh　gerombolan　jαng　buas．　（k．　s．）　　　　　　・
　　Bolek　ddadi　hari　ini　hudian．　　（keterangan　tambahan）　　　Ia　bekerdja　Jeeras。　　（k．　t．）
　　Ia　pergiんθDdakarta．　（k．　t．）　　Buah　itu　sangat　enak．　（k、　t．）
　Pelengkap　Penderltaとは，主語が行なう行為動作を受ける直接欝的語である。それは完全な
意味を表わすために，述語（他動詞）を完全化する機能を持っから，述語（他動詞）と薩接目的
語とは，分離できない。瞠接目的語をはずせば，文は不完全であり，この意味に於いて直接目的
語は必要である。更に，これには前述のketeranganがっく場合がある。他動詞には，語根のま
ま使用せられるもの，接頭辞me一をとるもの，接頭辞me－（或るいは÷per）をとるもの，或
るいは，これらの接頭辞に接尾辞kan（或るいはi）がつくもの，接頭辞berのつくものが存
在する。但し，直接目的語は，前の文章で既述きれた場含，或るいは，一般に，シチュエーショ
ンから明白と考えられる場合は，省略され得る。
　行為者目的（Pelengkap　Pelaku）は，受動態文に表われ，或る行為動作を行なうものである。
しかし，これが一人称，二人称の場合は，これと述語は結合しているか，或るいは，密接な開係
にある。従って，この場合，述語と行為者罠的とは合わせて述語とする。又，接尾辞nJaも繭
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の動詞と結びついているため，動詞と合わせて述語の申に入れる。
　　　Potlot　itu　kubeli・　　　　　Suratnja　saja　balas．　　　　　Andjing　itu　dipukulnja．
　　　　　S　　　＋　　　1》　　　　　　　　　　　　　　　　S　　　－F　　P　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S　　　＋　　　P
　　　Andjing　dipuku1（oleh）AMat．　（Pelengkap　Pelaku）
　　　　S　＋　P
　行為者目的は省略されることがあるが，この場合は，一般の人，シチュエーションで明白な者，
或るいは，不定のものの場合である。
　　　Pulau　Djawa　dibagi　atas　3　bagiaR．　　　　　Pentjuri　itu　telah　tertangkap．
　　　　　　S　＋　P　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S　＋　P
　　　Rapat　ittt　diadakan　kemarin．　　　　　Orang　itu　kena　denda．
　　　　　　　S　十　P　　　　　　　　　　　　　　S　＋　P
　　　K：edjahatannja　telah　ketahuan．
　　　　　　　S　十　P
　間接目的語（Pelengkap　Pcnjerta）は，主語のなす行為動作を受ける，つまり，「～される側」
ではなく，「～してもらう側」で，被授与的性格を持つものである。更に，閥接目的語の前には
kepada，　bagi，　buat，　untukのような前置詞（katadepan）が置かれることもある。
　　　Ibu　membelikan　saja　arlodji．　（saja－Pelengkap　Penjerta；arlodji－Pelengkap　Penderita）
　　　Hasan　membeli　sepeda　untuk　adlknja．　（sepeda－Pelengkap　Penderita；untuk　adiknja－
　Pelengkap　penjerta）
　　　Abang　memberi　uang　kepada　orang　jang　miskin　itu．　（uang－Pelengkap　Penderita；
　kepada　orang－Pelengkap　Penjerta）
　但し，受動態文では，
　　　Saja　dibelikan　ibu　arlodji．（ibu－Pelengkap　Pelaku；arlodji－Pelengkap　PeRderita）
　インドネシア語単文述部は，述語となる名詞（代名詞，数詞を含む），形容詞，動詞のいずれ
か一語から成るものと，更に，これらにketeranganがついたものから成るものとが存在するこ
とを，これまでにみてきた。この単文述部は，それぞれそれ金体で主部の動作や状態を述べる一
つのまとまった意味を持つ文の部分を構成し，いわゆる述部の基礎的ユニットであると雷い得る。
私は，この述部の基礎的ユニットを，次のように分類してみた。
type　1
type　H
type狙
　　述語（動詞（自動詞），又は形容詞，又は名詞（代名詞，数詞を含む））。このとき
　　Kalimat　Nominalの場合，　Gopulaにより導かれるものを含む。
　　述語（動詞（自動詞），又は形容詞，又は名詞（代名詞，数詞を含む））＋修飾語
　　（句）。Kalimat　Nomina1の還易合・Gopulaにより導かれるものを含輌。
　　述語（他動詞一能動態，及び受動態）（＋目的語）（一ト修飾語（句））。
a．述語（他動詞）＋礁接目的語。
b．述語（他動詞）一ト直接目的語十修飾語（句）。
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　　　　c．述語（他動詞）＋間接目的語＋直接目的語。
　　　d．述語（他動詞）＋間接目的語＋直接目的語＋修飾語（句）。
　　　c．述語（受動態）。
　　　f．述語（受動態）＋修飾語（句）。
（但し，修飾語（句）とはketerangan　sifat，　keterangan　tambahan，　pelengkap　pelakuを鮨
す。）
　このインドネシア語文述部の基礎的ユニットは，通常，主部の後にあるが（susunan　biasa），
語順転倒きれたり（inversi），或るいは，修飾語（句）の全部，又は，その一部だけが主部の前
に出たりすることがある。
　インドネシア語の単文（Kalimat　Tunggal）述部は，この述部の基礎的ユニットの一つから，
通常，構成きれているものであるが，申には，これがコンマで区切られずに，又，接続詞で結ば
れずに，二っ，或るいは，それ以上のものから構成きれているものがある。この場合，これらの
基礎的ユニットの結合関係を考察するに，そこに形態上，シンタックス上，有機的結合関係がみ
られる。
　　II．自立小述部
　通常，インドネシア語単文述部の基礎的ユニットは，一語，乃至，数個の語群から成立してい
る。それ全体で或る一っのまとまった意味を持つ自立したseRse　groupである。
　この場合，述語が名詞（代名詞，数詞を含む）から成る名詞文に於いては，この述語名詞を修
飾する修飾語，っまり，副詞，副詞句，形容詞（句）（及び，これに類するもの，例えば，掲示
形容詞，冠詞，人称代名詞所有格）が存在する場合，述語名詞にこれらを含めたもの全体が一っ
の述語の基礎的ユニットを構成する。
　　Ia　dofete7。　　（type　I）　　　　　　　　Itu　Peγtanjaan　∂σ魏。　　（type　H）
　　Iniφα々θ’s¢グα。　　（type嚢）　　　　　　　王tu　bukan　Salim・　　（type　H）
　　Tuan　Harold　pemilik　hotel　ini．（type　H）
　　Orang塑　ia？　（type］［1）　　　　　　　　Buhαnfeah　圭a塑庭一hecfePtm？　（type　ID
　述語が形容詞から或る形容詞文に於いてもkcterangan　tambahan力妨る場合，っまり，冨嘲
（句），助動詞等がある場合は，これらを含めて一つの述部の基礎的ユニットが形成される。
　　Ia鍵・　（type　I）　　　　　　　．地勉＠歪aRak　ini？　（ty・pe　I）
　　Kebun　ini　bagzcs　sekali．　　（type豆）　　　　　　　　Pisau　itu　tidale血7のα〃z．　　（type　U）
　　sndah　sembuhhah　ibunja？　（type］E）
　　Gedung　itu　paling　ti　zggi　difeota　ini．　（type　H）
述語が動詞である動詞文（Kalimat　Vcrbal）に於いて，目的語（PeleRgkap）がある場合，目
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的語（直接目的語，聞接目的語，及び，これら目的語に類するもの）と他動詞は，機能上，密接
な関係にあって分離できず，一つの述部の基礎的ユニットを形成する。更に，これにketerangan
sifat，　ketcrangan　tambahanがある場合，つまり，副詞（句），形容詞（句）（及び，これに類す
るもの，例えば，指示形容詞，疑問形容詞，冠詞，人称代名詞所有格，名詞の連体的用法）の修飾
語がっくと，これらを含めた金体が，やはり一つの述部の基礎的ユニットを構成する。述語動詞
が自動詞の場合も岡様で，上述のketeranganがあればこれを含めて一つの述部の基礎的ユニッ
トが形成される。前置詞＋名詞（或るいは，代名詞）の捌詞句は，通常，述語動詞と切り離きな
い。
　　Kapal　itu　berasc・g兎at．　　（type　I）　　　　　　　　1）at〃zg　merekaし．　　（type　I）
　　Kambing　itu　mahan塑蔓・　（typeM！a・）　　　　　Dimana　mereka　tinggal？（type　H）
　　Babu　itu　memotong　rumput　de㎎gan　visaμ．　　（typeIE　b．）
　　Kasim　diberi　hadialz　Pertama・（type　M　f’）　　　　Maufeah　kamu⑳盤怨望．（type豆）
　　Guru　itu塑塵血」鯉凱塵迦々鰭．（typeM　d．）　　Al圭tidale　pergi　keseholah．（type　H）
　　Gadis　itu　sπんαbeTPaんαia？z　biru。　（type頂b．）
　　Ajah　saja塑LんθTo勿o　bulanブσπ91alu・．（type豆）
　　Kamu翻励menutmp　Pintu　feemarin　malam・（typeM　b・）
　　Kal）al　terbang　kami　mendaγat　dengan　selamat　di璽7αcゐ∫．　　（type　I工）
　　Ajah　saja鯉超翌2量麺鷹弓鰹吸喫越照塑＿煮勲・　（typel［b・）
　　Kakak　Mina　membeteclfean勉θs勿一のα胱加甥孟　（type皿b．）
　インドネシア語単文述部は，普通，この述部の基礎的ユニットの一つから成るものであるが，
中には，これがコンマで区切られずに，又，接続詞で結ばれずに，二つ，或るいは，それ以上の
ものから，単文述部が構成されているものがある。後者の場合，それぞれの述部の基礎的ユニッ
トを自立小述部と呼びたい。これらの間にはdjedaが存在しているものと，そうでないものと
がある。
　本稿では，単文述部が二つの自立小述部から成っているものに限定して，この二つの間の機能
関係について考察するものである。
　〔例〕
　　Berita　itu　temiata　tidale　benar．（その報道は本当でないことが明らかになった）
　　　　　　ltyp・1）　（typ・H）
　　Ia　tidur　membentangkαn　tecbl‘h勿ja．　（彼は自分の身体を伸ばして寝た）
　　　（type　I）　　　　　　　（type巫　b・）
　　Saja　d2tdufe　勿禦⑳勿．伽厩　（私は坐って本を読んでいた）
　　　　（type　I）　　　　（typeM　a・）
　　Waktu　bitjara塑罐sαdibatasi・（話す時間は制限せざるを得なかった）
　　　　　　　　（typeM　e．）（typeM　e・）
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Beribu－ribu◎rang　melihαt　Pesawatゴθ之．塵　melOj°ang－zの吻9伽4α墾．
　　　　　　　　　　　　　　　（type皿　b．）　　　　　　　　　　　　　　（type　II）
　　　　　　（何干もの人達は，そのジェット機が空を飛んでいくのをみた）
　　Saja　menjttruh　dia　menijari　garasi．（私は彼に車庫を探すように命じた）
　　　　　（type［［　a．）　　　　　　　　　（typeM　a・）
　　Semua　orang　dilarang　merokOk　ditemPat　itze．（すべての人々はその場所でタバコを
　　　　　　　　（typeM　e・）　　　　（type　H）　　　　　　　吸うのを禁じられている）
　　Saluran　itu　diubah　卯z8πの＠認tanah．　（その溝は埋めたてられた）
　　　　　　　（typel［五e．）　　　　　（type　I）
　上文で下線部分が述部の基礎的ユニット，つまり，自立小述部である。これらの自立小述部の
部分関係を考察してみるに，密接な結合関係を示していると同時に，後麗の自立小述部は蘭置の
自立小述部を補充説明する補語的機能を持つと考えられる。従って，この二っの小述部は分離き
れて二つの等位文（Kallmat　Setara）を形成し得ない。このようにインドネシア語では，一方
の自立小述部が他方の自立小述部の補語的機能を持つことが多い。二つの間には区切りが存在し
ていないし，又，二つは接続詞（Katasambung）により結ばれていない。
　オランダのProf．　Dr，　A．　A．　Fokkerは，二つの自立小述部を等位文　（Kalimat　Setara）と
考え，rこれらの構文をオランダ語や英語に翻訳すれば，ただ一文だけに翻訳されるにすぎない
ことが多く，オランダ語や英語の方がずっと簡潔な表現法を用いるのだ」と述べている。しかし，
私はこの二つの自立小述部は等位文とはなり得ないと考える。伺故なら，後述する通り，二っの
間には有機的な関係が存在しているからである。彼の著Si航aksis　lndonesia　p．99の中の若干の
例文をみると，
　　1．Ia　dilarang　tidale　boleh　merofe．
　　　　Mcn　heeft　hem　uerboden　om　te　roken．
　　　　He　is　forbidden　to　smoke．
　　2．　Orang　itu　diPerintah　　mesti　tunggu　diluar．
　　　　Die　man　kreeg　bevel　om　buiten　to　wachten．
　　　　That　man　was　ordered　to　wait　outside。
　　3．　　K：eadaan　sekarang　memaksa　　　mesti　berPikir　dalam2．
　　　　De　huid三ge　toestand　dwingt　tot　diep　nadenken．
　　　　The　present　situatioR　compels　us　to　th圭nk　deeply．
　　4・Para　pemimpinδθ76εグガσん吻塑亙　Mengatahan　negerinja　feeharangan詑πσ8墜
　　　　Alle　leiders　schreeuwen　dat　hun王and　gebrek　heeft　aan　krachten．
　　　　All　leaders　shout　that　their　country　is圭n　want　of　energy　and　labour．
5．ARaka　la　dimαStthkan　beZadjaγ　Pαda　seholαh　Pertuhangan．
　　　　Zijn　kind　deed　hij　op　de　ambachtsschool．
　　　　He　sent　his　child　to　the　technical　schoo1、
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6・Perempuan　itu　MeuangiS　me7’azeng－ra2eng．
　　Die　vrouw　huilde　jammerend．
　　That　woman　wailed．
7．　Isterinja　mendahuheinja pinda’h　feeりzegeri　jang　bahα．
　　Zijn　vro疑w　was　hem　voorgegaan　naar　het　h童emamaals，
　　H圭sw圭fe　had　preceded　him　to　the　hereafter．
8。　Ia∂8露σ勉　　Pecra2　tah　tahu　sαのσ．
　　Hij　deed　maar　net　of　h圭j　nicts　wist。
　　He　pretended　to　know　nothing．
9．　Anak2ろersorale－soraた　me勿jatalean　ge〃zbira　hati勿ja，
De　kinderen　juichten　vaR　vreugde．
The　children　shouted　for　joy．
　私は，上例のそれぞれの後置自立小述部がそれぞれの前概自立小述部を補充説明する補語的機
能を持っていると考える。鋼えば最初の例文に於いて，dilaraag－「禁じられた」のはtidak　boleh
merokok－「タバコを吸ってはいけないと」という関係であって，この二つの自立小述部は区切
りで分離され得ない程，密接な有機的結合関係にあり，Prof，　Dr．　A．　A．　Fokkerの言うように，
二つは等位文（Kalimat　Setara）にはならない。むしろ，後置自立小述部の持つこの補語的機
能の故に，彼の欝う西洋語に翻訳すれば文が簡潔になるのであろう。
Ili．補語的機能関係
　二っの自立小述部のうち，一方が他方を補充説明する補語的機能を持つ関係を璽に考察すると，
どちらも共通の主語をとっていても，その主語との関係に於いて前置の自立小述部の方に中心比
重が，むしろ，存在し，従って，後置の自立小述部がこれを補充説明する補語的機能関係がみら
れる。
　　Ia　decdule　merokofe　dibawah　Pohon．　（状況補語）
　　S　　I》T（type　I）　　　　1）2（type　H）
　　　　　　（lndonesial1－John　B，　Kwee）　（私は木の下でタバコを吸いながら坐っていた）
　上文に於いて，述部はduduk（type　1）とmerokok　d圭bawah　pohon（重ype豆）の二つの自立
小述部に分けられるが，どちらもIaという共通の主語をとっていても，　duduk，っまり，前罎
の自立小述部の方にむしろ中心比重が置かれている。
　一一般に，前置自立小述部は主体的自立小述部であって，後概自立小述部はこれを補充説明する
補語的機能を持つので，従属的自立小述部といい得る。上例ではdudukが主体的自立小述部で
あり，merokok　dibawah　pohonの方が従属的自立小述部である。　duduk（坐っている）してい
る状況・状態を補充説明しているのがmerokok　dibawah　pohon（木の下でタバコを吸いなが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　59
ら）である。主部をS（Subjek），主体的自立小述部をP、（Predikati），従属的自立小述部を
P，（Predikat2）という記号で以って，この構造を図示すれば，　S＋P，＋P，と表し得る。この
合，P2はP1の状況，状態，程度等を示す補語的機能を持っている。
　　Ia　termenung　mengenangfean　nasib伽盈勿σ．（How　to　master　the　I．　L．－A．　M．
　　S　P1（type　I）　　　　　　P　2（typeM　b．）　　　　　　（状況補語）
　　　　　Almatsier）　（彼は自分の子供の運命を思いおこして思いに沈んでいた）
　　Aku伽伽ん　me7zghadap　mas　Hapt．　（Narcissus－Gema　Tanah　Air）
　　S　P1（type　l）　　　　P　2（typeM　a・）　　　　　　　（状況辛甫語）
　　　　　　（私はハルきんに陶って坐っていた）
　　Katakerdja　bantu　hanja　4⑫σ渉吻σ履　beThubuagan　4θ％8㈱塑雌迦越θ塑・
　　　　S　　　　　　　　　　P，（type］1［［f，）　　　　　　　　　　　　P　2（type冠）　　　　　　　（状況補語）
　　　　　　（Tatabahasa　Indonesia－Dr．　G．　A．　Mees）（助動詞は本動詞と関連して使用され
　　　　　得るにすぎない）
　　Ajah　Jgeliha云an　memihirhan　sesasatu，　（How　to　master　the　I．　L－A．　M．　Almatsier）
　　　S　　I｝1（type　I）　　　P，（type］阻a．）　　　　　　（状況補語）
　　　　　　（父は何か考えているようにみえる）
　　Arus　tj　ita2－nja（jg．）bergolah　tak　henal　rintangan．　（Narcissus－G．　T．　A．）
　　　　S　　　　　　　　P1（type　I）　　　　　　P2（typeM　b・）　　　　（状況補語）
　　　　　　（彼の理想の流れは障害を知ることなく，たぎっていた）
Aku　伽4κん 　dimedy’a－tz‘lis 　ber－haγ｝z2α？3　　menghadaPi　feertαs2，　bac鳥u2　dαn　angka2．
　　S　　　　P1（おype　m　　　　　　　　　　　P2（typeN　a・）　　　．（状況補語）
　　　　　　（lndonesian－John　B．　Kwee）　（僕は紙，書物，数字に向いあって終臼事務机に
　　　　　向って坐っていた）
　P1．つまり，主体的自立小述部はその述語が形容詞から成る場合，　P　2．つまり，従属的自立
小述部はP1の状況，程度，方法等を補充説明する補語的機能を果すが，この場合，特に，　P2は
大部分，日本語的解釈にたつと，いわば第二主語的性格を持っていると考えられる。そしてP1
とP，は一層密接な機能的結合関係にある。
　　Katri吻解＠　姥窪鯉麹蔓盈　（lnelonesian－J・hn　B・Kwee）
　　　sp王（£ypeI）　P2（type　1）　　　（程度補語）
　　　　　　（カトリンは演技がうまい）
　上例に於いて，「上手である（pandai）」のは「演ずるのが（bersandiwara）」であって，　P　2
はP1のいわば第二主語的性格を持っていて，　Pzの程度を補充説明する補語的機能を持つ。そし
て，P1とP2は一層密搬な機能的結合関係にある。
　〔他例〕
　　Pekerdjaan豊ζz噸ごz％9　　4麺¢塑髪1≧・、　（lndonesia盆一J◎hn　B・K．wec）
　　　S　　P，（tアpe　D　K2（type　I）　　　（方法補語）
　　　　　　（仕事は得られるのが容易だ）
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　　Apa　jang　tuarl　katakan　tadi黎名痩礎¢　孝忽¢々々伽¢先
　　　　　　　S　　　　　　　　　　　　　P1（t｝・pe　l）　　P2（type］］［）　　（，1犬況有倉語）
　　　　　　　　　　　　　　（Peladjaran　B．1，　utk，　B．　A．－Amin　Singg三h）
　　　　　　（あなたが先程言われたことは本当でないことがはっきりした）
　　Sitikμs忽堕璽｛塑ψ　熊¢鞭鱒＠…8窪摂厘如翻照解嬢¢．
　　　S　　　　Pエ（type　rD　　　　　　　　　I）2（type歪E　b．）　　　　　　　　　（程度祁謡吾）
　　　　　　　　　　　　　　（T圭kus　dan　Manusia－Gema　Tanah　Air）
　　　　　　（ネズミ君は人間の心の動きを捕えるのが極めて遅かった）
　　Aku詑1ψ鍾zψ　々ψ吻ατ廻笙＠尾饗盤麺＠力翔砂伽一麺＠鑑勿．
　　S　Px（type　H）　　　　　　　P，（type　ll）　　　　（li犬況補語）
　　　　　　　　　　　　　　（lndonesian－－John　B．　Kwee）
　　　　　　（僕は簿記の試験のために勉強するのに忙しかった）
　肉立小述部には，主体的自立小述部，従属的慮立小述部が存在することをみてきたが，Prof．
Dr・AA．　Fokker著Sintaksis　Indonesia　pjO3によると，述部部分（彼は述部部分（Bagian
Kalimat）という名称を用いている。しかし，それはどのようなものか，概念は明らかにされて
いない）には対等関係にある結びつきを示しているものが存在しているという。
　　Ajahnja　4麺璽磁．＠．塑照吻α7盈σ？2．（彼の父は捕えられて投獄きれた）
　　Kaum圭tuゑ塑ε姥璽些藪＠4勿αsα処　（その連中は市場で日にあたり，雨をうける）
　上文に於けるそれぞれの下線部分は，やはり主部との関係に於いて対等の地位関係にあると思
われるが，一般に考えられ得ることは，この関係の場合は，二つの自立小述部（私は前述の通り
fkl立小述部と呼びたい）は，五いに主部との関係に於いて対等の地位関係にあるから，一方が他
方を補充説明する補語的機能の存在が考えられない。
　〔他例〕
　　Anak　itu　diambilnja　didjadiんan勿jaαπαん勿”9紘
　　　　　　　　（type　I）　　　　　　　　　（typeI鉦　f・）
　　　　　　　　　　　　　　（Sintaksis　Inclonsia－Prof．　Dr．　AA．　Fokker）
　　　　　　（その子供は彼によりひきとられて養子にきれた）
　　IV．自立小述部構成形容詞の品詞転換
　単文述部を構成するそれぞれの自立小述部，つまり，主体的自立小述部，及び従属的自立小述
部は，共に主部と主語・述語関係を持っている。通常，主体的霞立小述部が先行し，従属的自立
小述部は後にある。主体的自立小述部の位置に形容詞が存在している場合，インドネシア語形容
詞の持つ本来の機能の故に，それが自立小述部を構成するときと，そうでない，つまり，単なる副
詞（句）という修飾語としての機能を果しているときとがみられる。修飾語として働きをしている
場合でも，形態上は全く自立小述部に似ている。しかし，自立小述部の際は主部と主語・述語の
関係を持つに対し，修飾語としての場合は，当然主部とこの関係を持っていない。それは述語の
単なる修錦語として働くにすぎない。従って，この場合，述語と修飾語は単文述部の一つの基礎
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的ユニットを形成する。
　　Babu　itu姥〆解、4¢麺解畠　　（lndonesian－John　B．　Kwee）
　　　S　　　P（type　ll）　　（その女中はちょうどきたぼかりである）
　上文に於いてbaruとdatangの関係を調べてみると，形容詞baruは形態上，自立小述部
に類似しているが，それは述語datangと結びつき，その修飾語となっている。従って，それは
主部と主語・述語の関係はなく，自立小述部ではない。上では，baru　datangで述部の一つの
棊礎的ユニットである。
　　〔他例〕
　　Kami　terlambat　datang　karaPat　itu．（Djalan　B．1．一一S．　Muhammad　Zain）
　　　S　　　　　　P　（type　ll）　　　　　（我々はその会議に遅れてやってきた）
　　1）erang　sedjak　tahun　1914　amat　banjale　memahan　leorban．
　　　　　　S　　　　　　　　　　　　　　P（typelll　b．）　（Tatabahasa　Baru　B．　T．　Alisjahbana）
　　　　　　（1914奪以来の戦争はあまりに多く犠牲をだした）
　　§懲＠盈ノ¢禦¢一珍麺簗鐙簸乙45♂解夙　（Tatabahasa　Indones三a－Dr・C・A・mees）
　　　　　　　　S　P（type　1）　　　　　（彼はすでに長い間ここに住んでいる）
　　Gadjah　dfatth　lebih　besaT　dafi　padαleuda．（Tatabahasa　I．－Dr．　G．　A．　Mees）
　　　S　　　　　　P　（type　1）　　　　　　　　（象は馬よりはるかに大きい）
　これらの形容認は，結局，副詞へ晶詞転換きれ，副詞としての機能を有していることから，特
別なもの，又は，特別な場合を除いてその大部分は後置きれることが可能であり，又，この場合，
その前にdenganという前羅詞がおかれて爾詞句が形成きれることもある。又，これらの綱詞は
重複されて強調きれる。
　　Burung　itu　terbang　tinggi．　Pemburu　itu　bersorak　heraS2，（Djaian　B．1．－S．　M．　Z　ain）
　　王amemainkan　biola　dengan　sempurna．　　（lndonesian－John　B．　Kwee）
　　V，自立小述部の主語・述語関係
　自立小述部の中には主部との関係に於いて，述部として対等の地位関係にあるもの，又，主体
的自立小述部，及び従属的自立小述部の存在を考察してきた。主体的自立小述部も．従属的自立
小述部も，やはり主部との関係，つまり，主部と主語・述語の関係にある。同時に従属的自立小
述部は従属的であって，補語的機能を果すものであった。
　これに対し自立小述部の中には，前置のものだけが主語・述語の関係を持っているが，後1選の
ものは主部とは直接その関係を持たず，むしろ前置自立小述部と密接な関係を持っているものが
存在している。この場合，後置自立小述部の意味上の主語は前置自立小述部の中の綴接目的語で
ある。｛列えば，
　　1a塑塑照惣豊一£璽α　　力望巫　　（lndoResian－．John　B・Kwee）
　　　　（typeM　a．）　　（type　D　（命令補語）　　　　（彼は私に行くように命じた）
　上文に於いて述部はme虜uruh　sajaとpergiという自立小述部にわかれるが，この二つの自
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立小述部は主部であるIaと同じ関係を持っていないことがわかる。ただ前綴自立小述部だけが
主部と主語・述語の関係を持っている。そして後置自立小述部は前置自立小述部とのみ関係があ
って，後置自立小述部の動作をなす主語は，つまり「行く」者は，前置自立小述部の申の颪接目
的語のsaja　r私が」である。このようにこの構文に於いて，前置自立小述部の申の直接目的語が
後躍自立小述部の主語を兼ね，いわゆる兼語であって後置自立小述部とは主語・述語の関係にあ
る。そして前置自立小述部の動詞と兼語とは密接に結合きれていて，その間に音の上でのきれめ
がないし，又，この動詞は兼語を対象とする。この動詞は通常，感覚動詞，使役動詞，命令，許
容，禁止，強制，要求，原因等を表わす動詞であって，後置自立小述部はこれらの意昧を表わす
前置自立小述部を補充説明する補語的機能を果すものである。
　〔他例）
　　Ia　Mempersilakan　kami　mas2e々．（lndonesia卜John　B．　Kwee）
　　　　　（type皿a・）　　　　（typc　l）　（要求補語）　（彼は我々に入るようにたのんだ）
　　Pタa7zgan　engkau　biaグkan　anafe　itu　berPanas－Panas．
　　　　　　　　　　　　（typeM　b。）　　　　　　　　　　　　（type　I）　　　　　　　　　　（言午容養陰喬吾）
　　　　　　　　　　　　　　（How　to　master　the　I．　L．－A．　M。　Almatsier）
　　　　　　（霜はその子供を日にあてさせておいてはいけない）
　　Ia　melaγang　8のα　　minum　air露％．　（1鍛donesian－John　B．　Kwee）
　　　　（typeM　a．）　　　（typeM　b。）　（禁止補語）　（彼は私がその水を飲むのを禁じた）
　　Seorang　pelantjong耀4為磁．禦吻8勿¢　々⑳4勿8塵酵勲¢解8迫塾1
　　　　　　　　　　　　　　（typeM　b・）　　　　　　　　　（type　H）　　　　　　　　　（感覚初慧語）
　　　　　　　　　　　　　　（lndonesian－John　B．　Kwee）
　　　　　　（或る旅人は彼の犬が敷居に横になっているのをみた）
　OverdiepもDe　Vooysもオランダ語の中では，この構文では限られた動詞｝こおこっていると
述べている。つまり，zien，　horen，　voelen，　vinden，　helpen，　leren，　bevelen，　laten，　toestaan，　doen，
verzoeken，　dwingenのような動詞であって，英語でばto　see，　to　hear，　to　fee1，　to　find，　to　help，
to　teach，　to　order，　to　let，　to　allow，　to　cause，　to　make，　to　request，　to　compe1等にあたる動
詞が使用きれている。
　前置自立小述部は上述のようにこの構文では通常，直接目的語を持っているが，この目的語が
後置自立小述部の主語の働きを兼ね，いわゆる兼語であって，後置自立小述部とは主語・述語の
関係にある。前置自立小述部の動詞がdi一形態の受動態である場合，やはり後置自立小述部は補
語的機能を持つものであるが，この形態では前置自立小述部の申の目的語が主語となって先にで
た形と考えられる。
　　Saja辺蔓翅立＠μ　喫塑処．蔓ζ確．（命令補語）
　　　　　（typeM　f，）　　　（typeM　a．）　　　（私は父によって手紙を書くよう命じられた）
　上文では「私が」が後置自立小述部の実際の行為者となっていて，しかも後置自立小述部は前
麗自立小述部の補語的役割をしている。尚，前置自立小述部受動態の〔（01eh）十行為者〕は云々
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　しなくても前後関係で明白な時，又は，一般の人を表わす時は省略されている。
　　　Toko2　dilarang　　menaifehan　hα㎎ga．　（Pcladjaran　B．　L　utk．　B．　A．～Amin　S　inggih）
　　　　　　（typeM　e．）　　　（type巫a．）　（禁止補語）（店は値をあげることを禁じられている）
　　　Diruang　siaTan　radio　orang　tafe　dibolelzんan　ゐθプ加々砂一加んごゆ．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（typeM　e．）　　　　（type　I）　　　　　（許容補語）
　　　　　　　　　　　　　　　　（How　to　master　the　I．　L．－A．　M．　Almatsier）
　　　　　　　　（放送室では人は話すことを許きれていない）
　　　Ketua　Pengurus　Besay．4勿6秘＠卿　拠禦婬鑑鰹＠塑昆．塑多獲迦廷処
　　　　　　　　　　　　　　　（type皿e・）　　　　　　　　（typeM　b．）　　　　（要求補語）
　　　　　　　　　　　　　　　　（Peladjaran　B．1．　utk，　B．　A．＝Amln　Singgih）
　　　　　　　　（実行委員会の委員長はその事に関する説明をする事を頼まれた）
　　　Semua　mahasiswa　jang　lainのα蘭24嬬伽mengifeecti　peladjann　bαhasa　lnggeris　itu．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（typeM　e．）　　　　　　　　　（type夏E　b．）　　　　　　　　　（提案補雪語）
　　　　　　　　　　　　　　　　（1’eladjaraR　B．1．　utk．　B．　A．－Amin　Singglh）
　　　　　　　　（他のすべての大学生はその英語のレッスンを受けることをすすめられた）
Ratna　boZeh　dihαtafean　senαsib　dengan　S¢アfa．
　　　　　　　　（typeM　e．）　　　　　（type　H）　　　　　（断定補語）
　　　　　　　　　　　　　　　　（How　to　master　the　I，　L．－A．　M．　Almatsier）
　　　　　　　　（ラトナは私と同じ運命にあると言い得る）
　　　Kerugian　semuanja　difeira－kira　lebih　dari　2の％如rmpiah，
　　　　　　　　　　　　（typeM　e．）　　　　　（宅ype　fl）　　　（推量補語）
　　　　　　　　　　　　　　　　（Peladjaran　B．　L　utk．　B．　A．－Amin　SiRggih）
　　　　　　　　（損害のすべては200万ルピア以上と兇積られている）
　　　MaRusia　4勿｛ψ盈々卿　　蔓勿之鯉蔓塑一璽躍9血璽鰹9塑乃蜘を
　　　　　　　　（type頂e．）　　　　　（type頂b．）　　　　　　　　　（義務補語）
　　　　　　　　　　　　　　　　（Peladjafan　B．　L　utk，　B．　A．－Amin　Singgih）
　　　　　　　　（人間はいつも同胞を助けることを義務づけられている）
’　　これに関連してProf．　Dr．　A．　A．　Fokker著Sintaksis　Indonesia　p．102於いては，
　　　1．Djarang　saja　melihat　orang　itu　marah．　2．　Mereka　memandang　baRgsa　itu　rendah，
　　　　Zelden　heb　ik　die　man　boos　gezlen．　　　　Zlj　zijken　op　dat　volk　neer．
　　　　Ihave　seldom　secn　that　man　angry．　　　They　look　down　upon　that　people．
　　上例の場合，西洋語ではaccusativus　cum　infinitivoに入れられず，例えば最初の例のboos
　（aagry）は述語限定詞（Atribut　Predikatif）と云われるが，インドネシア語では述語限定詞か
　どうか区別する根拠がないとある。いわゆる後置自立小述部の部分が形容詞の場合は，西洋語概
　念による述語限定詞なのか，又，前述の通り，前置自立小述部の補語的機能を持つ自立小述部なの
　か，インドネシア語では確かに区別でき得るよりどころが存在しない。又，インドネシア語に於
　いて形容語自体が述語の機能を果す際に，文が不自然にならない限りGopulaを必要としない
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為に，実際この構文に於いて後置の自立小述部が形容詞の場合，これとすぐ前の前置の自立小述
部の申にある目的語とが一つの従属節（Anak　Kalimat）を形成する場合もみられる。例えば，
1》eladjaran　B。1．　utk．　B．　A－Amin　Singgihの申で，
　　Saja　dengar　bibinja　sakit・（私は彼の叔母が病気であると聞いている）
　上文の英訳は次のようになきれている。Ihear　that　his　aunt　is　m・この場合，　bibinja　sakit
が一っの従属節を形成し，文全体が複文（Kalimat　Madjemuk）と考えられている。つまり上
文は，主節（lnduk　I〈alimat　一　Saja　dengar）と従属管（Anak　Kalimat－bibinja　Sak圭t）から成
立する複文と考えられている。以上述べたことはKンドネシア語の本来的に持っシンタックス上，
形態上の単純さ，融通性に起因すると考えられるが，雷えることは，後置の自立小述部に助動詞
やketerangan（副講類）が入ってくると，この構文に於いて後置の自立小述部と前置の自立小述
部の中にある目的語とが一つの従属節を形成し，文全体が複文となる。この場合，当然，主節の動
詞と従属節の中の主語との関係はゆるやかで，一般に音の上でのきれめも存在しているし，又，
主節の動詞は従属節全体を対象とする。後置の自立小述部が動詞により構成される場合も同様な
事が言える。
　〔例〕
　　Saja　kira　pitaBja　sudah　keriRg．
　　Ithink　that　the　rlbbon　has　become　dry。　（Peladjaran　B．　I　u亡k．　B．　A．－Amin　Singgih）
　　（私はそのリボンがすでにかわいていると思う）
　　Saja　pikir　ia　sudak　kaWin．
　　Ithink　that　he　has　married．（How　to　mastet　the　I．　L．－A．　M．　Almatsier）
　　（私は彼が結婚したと思う）
　　Kemarim　saja　katakan　hari　ini　saja　akan　pergi．
　　Yesterday　I　said　that　I　would　go　today．（Peladjaran　B．1．　utk．　B．　A．－Amin　Singgih）
　　（咋日私は今日出かけるのだと言った）
　　Kita　harap　ia　akan　lekas　sembuh．
　　We　hope　that　he　will　soon　recover．（Peladjaran　B．1．　utk．　B．　A．－Amin　Siaggih）
　　（我々は彼がすぐによくなってくれるといいと思う）
　　VI．シンタックス上の可動性
　更に，二つの自立小述部の間の結合関係をみてみるに，後置の自立小述部の最初の語にシンタ
ックス上の可動性が生じて，これがほとんど結合語としての働きを示しているのがみられる。
　　Ia　diPilih　mendiαdi　ketua．（彼は選ばれて議長になった）
　　（type班e・）（type　I）　（結果補語）
　この場合，前置の自立小述部の方には変化，選択，分割等を表わす語があって，これらの語と
の結合に於いて，後置の自立小述部の最初の語にシンタックス上の可動性が生じた。この時も後
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置の自立小述部は前置の自立小述部を補充説明する補語的機能を持っ。後置自立小述部は前置自
立小述部の結果補語の働きをしている。上例では，mendjadiはあたかも結合語のような働きを
していて，後置自立小述部mendjadi　ketuaは前置自立小述部clipilihを補充説明する結果補
語としての働きをしている。
　〔他例）
　　Mereka　telah耀π吻醜α　φ認ゴaectoferat．（Desa－Soetardjo　Kartohadikoesoemo）
　　　　　　　（type　I）　　　　　（type　I）　（結果補語）　（彼等はかわって独裁者になった）
　　Ia伽％8カα≠　mendy’adi　gttrubesar　dalam　hal　efeonomi．（Ekonomi　Sosiologi－M．　Hatta）
　　（typeM　e・）　　　　（type豆）　（結果補語）　（彼等は任じられて経済担当の教授になった）
Ia　olehメ蓼ara　Dθ鋭ノαdia夢elmα為an　　　Wtendjadi　setascgんαi　bunga．
　　　　　　（type皿f・）　　　　　　　　　（type　H）　　　　　（結果補語）
　　　　　（Narcissgs－Gema　Tanah　Air）（彼は神々により姿を変えられて一輪の花になった）
　　Hukuman　mati　itu　telαh　diubah　mendコ’adi　seumur　hidup，
　　　　　　　　　　（type皿e，）　　　　　（type　D　　　（結果補語）
　　　　　（Peladjaran　B．　1．　utk．　B．　A．－AmiR　Singgih）（その死刑は終身禁鋼飛に変えられた）
　　Banj　ak　kata　sifat　benebah　dl’ndi　feata　tambahan．（Djalan　B．1．－S．　M．　Zain）
　　　　　　　　　　（type　I）　　　（type　D（結果補語）（多くの形容詞は変って嘉目詞となる）
　　Kapten　itu〃membagi　regecnja　〃z召πのα認dua　rombongan．（lndoResian－　Joh　B．　Kwee）
　　　　　　　　　（typeM　b．）　　　　　（type　m　　　（結果補語）
　　　　　　（そのキャプテンは自分のチームをわけて二つのグループにした）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おわりに
　インドネシア語単文述部に於ける二っの基礎的ユニット，っまり，二っの自立小述部には，主
部との関係に於いて，述部の中で主体的・従属的開係にあるもの，対等の地位関係にあるもの，
或るいは一方だけが主部と主語・述語の関係を持っているが，他方は主部とこの関係を持たない
もの，更に，シンタックス上の可動関係を持っものが存在していることを明らかにした。この中，
互いに対等の地位関係にあるものは特殊な形態として存在し，他の関係にあるものを考察すれば，
いずれも後置自立小述部は前置自立小述部を補充説明する補語的機能を有していると雷い得る。
　いずれにせよ，後置自立小述部が前置自立小述部を補充説明する有機的な機能を持っているこ
とから，述部に於けるこのような二っの自立小述部は分離し得ない密接な有機的結合関係を有し
ている。
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